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ガ
ン
バ
レ
ー
。
ガ
ン
バ
レ
ー
。
児
童
た
ち
は
心
配
そ
う
に
叫

ん
で
い
た
。
両
手
を
合
わ
せ
て
祈
る
子
も
い
た
。
先
生
と
児
童

み
ん
な
が
見
守
っ
た
。

　
や
が
て
、
学
校
前
の
飼
育
小
屋
に
一
つ
の
生
命
が
誕
生
し
た
。

　
松
代
小
学
校
2
年
生
の
児
童
が
昨
年
か
ら
育
て
て
き
た
、
ヤ

ギ
の
。
シ
ロ
」
が
元
気
な
雄
児
を
産
ん
だ
の
だ
。

　
4
月
2
2
日
、
少
し
暑
く
、
校
舎
も
周
り
の
草
木
も
す
べ
て
が

輝
い
て
い
た
日
だ
っ
た
。

今日はシロからのお乳のおすそ分け。

甘いミルクでおいしいホットケーキ作
りに挑戦（4月28日）

■松代町役場

〒942－1592　新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1

T　E　L　　O25－597－2220

F　A　X　　O25－597－2526・597－2300

URL松代町http＝〃www』：own．matsudai．niigatajp／
　　　　松代町観光協会http二〃www．echigo－matsudai£om／

十日町広域圏合併協議会…………②～③
健康まつだいファミリープラン21の実践に向けて…④～⑤

海外青年協力隊一言葉の壁を越えて一／農舞台…⑥～⑦

公民館活動／成人式／国民年金ほか…⑧～⑨

東京発／松代の自然／東京松代会絵画寄贈…⑩～⑪

春の叙勲／住民課からのお知らせほか…⑫～⑬

文芸／お知らせ／町の行事予定ほか…⑭～⑮

主
な
内
容
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開鰭噺邸賊
会
． 揚蕪癖里村総合セ》ター

　　　　撫難『…

あいさつをする滝沢信一会長（十日町市長）

　
3
月
3
0
日
に
五
市
町
村
そ
れ

ぞ
れ
の
議
会
に
お
け
る
、
合
併

法
定
協
議
会
設
置
議
案
の
可
決

を
受
け
て
4
月
1
3
日
に
第
1
回

法
定
協
議
会
が
開
か
れ
た
。

　
い
く
つ
か
の
町
村
で
は
、
合

併
に
対
す
る
住
民
投
票
の
実
施

を
求
め
る
声
が
あ
る
も
の
の
、

各
市
町
村
長
か
ら
1
年
後
の
新

市
誕
生
に
向
け
て
ま
い
進
す
る

旨
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
今
後
、
月
2
回
程
度
の
協
議

会
の
開
催
で
、
新
市
の
建
設
計

画
や
地
域
自
治
組
織
の
形
態
な

ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、

7
月
下
旬
に
は
合
併
協
定
の
調

印
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

十
日
町
広
域
圏
合
併
協
議
会

　
　
（
法
定
協
議
会
）
と
は
…

　
こ
れ
ま
で
の
任
意
協
議
会
と

は
異
な
り
、
合
併
特
例
法
に
規

定
さ
れ
た
協
議
会
で
あ
る
．
こ

れ
か
ら
合
併
を
し
よ
う
と
す
る

市
町
村
が
、
合
併
を
行
う
こ
と

自
体
の
可
否
も
含
め
て
、
合
併

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
の
協

議
を
行
う
組
織
の
こ
と
で
、
合

併
特
例
法
の
財
政
措
置
を
受
け

る
た
め
に
は
、
こ
の
組
織
の
設

置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

委
員
構
成

　
任
意
協
議
会
と
同
じ
く
、
各

市
町
村
の
首
長
と
議
会
議
員
（
2

名
）
、
お
よ
び
住
民
代
表
の
学
識

経
験
者
（
2
名
）
に
十
日
町
地

域
振
興
局
長
を
加
え
た
2
6
名
で

構
成
す
る
．

　
各
五
市
町
村
の
協
議
会
委
員

は
、
任
意
協
議
会
の
委
員
が
そ

の
ま
ま
再
任
さ
れ
て
い
る
が
、

十
日
町
地
域
振
興
事
務
所
は
組

織
改
変
に
よ
り
、
新
た
に
伊
津
智

茂
振
興
局
長
が
委
員
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
規
約
に
基
づ
く
市
町

村
長
協
議
の
結
果
、
会
長
・
副

会
長
を
次
の
と
お
り
と
し
た
．

会
　
長
　
滝
沢
信
一
＋
日
町
市
長

副
会
長
　
田
口
直
人
川
西
町
長

　
議
案
協
議
に
あ
た
り
、
専
門

的
な
審
議
が
求
め
ら
れ
る
場
合

の
小
委
員
会
や
議
案
調
整
の
た

め
の
幹
事
会
と
専
門
部
会
な
ど

も
、
任
意
協
議
会
と
同
様
に
設

十日町広域圏合併協議会の情報を

インターネットのホームページでも

　　　　ご覧いただけます

協定書や協議の状況、協議会の日程

と資料の掲示など合併に関する詳し

い情報を掲載しています。

＜アドレス＞

http：／／www11．ocn．ne．lp／t－gappei／

け
て
い
る
．

予
算
（
平
成
裕
年
度
分
）

【
歳
入
】
1
億
6
、
9
3
6
万
円

・
各
市
町
村
負
担
金

　
　
　
1
億
6
、
9
3
6
万
円

（
う
ち
松
代
町
　
1
、
7
8
9
万
円
）

【
歳
出
】
1
億
6
、
9
3
6
万
円

・
会
議
費
　
　
　
　
1
3
万
円

・
事
務
費
　
　
　
5
6
2
万
円

・
事
業
費
1
億
6
、
3
5
7
万
円

　
事
業
費
の
う
ち
合
併
に
よ
る

電
算
事
務
統
合
委
託
費
が
1
億

6
1
7
0
万
円
で
あ
る
。
こ
れ

は
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
経
費

で
あ
り
、
そ
の
後
の
分
に
つ
い

て
は
今
後
の
補
正
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
。

法
定
協
議
会
で
の
主
な
決
定
事
項

①
合
併
の
期
日

②
議
員
定
数
・
選
挙
区
定
数

③
一
部
事
務
組
合
の
取
り
扱
い

④
地
域
審
議
会
・
地
域
自
治
組

　
織
の
設
置
に
つ
い
て

⑤
大
字
名
・
行
政
区
名

⑥
そ
の
他
の
協
定
項
目

・
新
市
の
名
称

・
事
務
所
の
位
置

・
財
産
や
債
務
の
取
り
扱
い

・
条
例
や
規
則
の
取
り
扱
い

・
補
助
金
や
手
数
料
な
ど
の
取

　
り
扱
い
　
　
　
　
　
な
ど

⑦
新
市
建
設
計
画

法
定
協
議
会
の
開
催
予
定

3
ぺ
ー
ジ
下
表
の
と
お
り
。

議
案

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

　
（
⑳
は
議
案
の
決
定
内
容
）

⑳
合
併
の
期
日
は
、
平
成
1
7
年

3
月
31
日
と
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
賦

課
期
日
に
よ
る
、
電
算
業
務
統

合
の
効
率
性
な
ど
を
考
慮
し
て

3
月
31
日
と
定
め
た
。

議
案

議
員
定
数
小
委
員
会
の
設
置

⑳
新
市
の
議
会
議
員
の
定
数
な

ど
を
審
議
す
る
た
め
、
小
委
員

会
を
設
置
す
る
．

　
こ
の
小
委
員
会
は
、
合
併
協

議
会
委
員
の
う
ち
各
市
町
村
の

議
長
と
議
会
合
併
特
別
委
員
長

の
計
1
0
名
で
構
成
さ
れ
、
委
員

長
に
吉
楽
正
実
川
西
町
議
長
、

副
委
員
長
に
小
堺
清
司
松
代
町

議
長
が
選
任
さ
れ
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
先

の
任
意
協
議
会
で
、
合
併
後
の

1
回
目
の
選
挙
は
旧
市
町
村
単

位
で
の
選
挙
区
制
に
よ
る
選
挙

で
行
い
、
2
回
目
以
降
は
全
市

を
一
投
票
区
と
し
て
行
う
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

2
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回
鞭
．
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2
　
　
譜
象
、
鍵

翻
　
第
2
回
目
と
な
る
こ
の
日
の

法
定
協
議
会
か
ら
、
合
併
協
定

書
に
定
め
ら
れ
る
協
議
事
項
の

確
認
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
、
確
認
さ
れ
た
の
は

合
併
の
方
式
や
新
市
の
名
称
、

職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い
な
ど

18

項
目
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

任
意
協
議
会
で
の
決
定
内
容
で
、

合
併
協
定
書
に
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
合
併
後
に
お
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
の
地
域
の
意

見
を
幅
広
く
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
、
地
域
自
治
組
織
や

地
域
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

も
協
議
が
す
す
め
ら
れ
た
。

目　
■

I
　
　
I

一
　
　
一

　　　　　　蜷載自濃縄織の役割
広域的なまちづくりをすすめる中で、地域の個性や特徴を活かし

たまちづくりを行うため、合併時に、支所に諮問機関としての「地

域自治組織」を置くことができます．

地域自治組織が市長や支所長の諮問を受けて審議する事項には、

①地区の支所が所掌する地区固有の事務

②地区の支所の区域に係る事務

③住民との協議に関すること

などがあります。また、答申が行われなかった事項についても自主

的に意見を述べる権限を持ちますが、いずれも地区の支所の事務に

限られた内容になります。

なお、総合計画や地域振興基金の運用方法など、当該地域に関す

る重要事項は、必ず地域協議会に諮問することが義務付けられます．

諮問機関＝行政機関から、特定の問題点について参考意見を求め

られた時、協議・研究を重ねて回答（答申）する機関のこと．

　　　　　地域自諜擬維織麹箋簗毅癒i場奮1ま

設置する単位は、旧市町村単位でも、中学校区単位でも、あるい

は設置しなくても自由ということになります．よって、設置する区

域については、それぞれの市町村の意向により設置するかどうかを

決めます。

組織の委員構成や人数については、今後5市町村の関係機関で協

議していくことになります．，

地域自治組織を設置する場合、諮問機関設置条例が必要になりま

す。条例案は今後5市町村の関係機関で協議していくことになり

ますが、合併協議会では、条例案作成に当たり、基本事項を協議

確認していきます。

地域自治組織って
　　　　何ですか孚

自
治
体
の
広
域
化
に
よ
る

住
民
の
不
安
を
解
消
す
る
仕
組
み

　
広
域
圏
で
市
町
　
　
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
で
き
る
と
い

鮒
が
合
併
す
る
こ
　
　
う
メ
リ
ッ
ト
の
一
方
で
、
住
民

．
と
に
よ
り
、
こ
れ
　
　
　
の
意
見
が
行
政
に
届
き
に
く
く

か
ら
の
少
子
・
高
　
　
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た

齢
社
会
に
対
応
し
　
　
不
安
が
生
じ
て
い
ま
す
．
こ
の

た
保
健
福
祉
や
教
　
　
　
よ
う
な
不
安
に
対
応
す
る
の
が

育
な
ど
の
行
政
　
　
　
「
地
域
自
治
組
織
」
で
す
．

地域自治組織のイメージ
行政と住民の基本的な協働の仕組みとして

地域住民の意見を行政に反映させる

支所など

霧

住民代表からなる

　諮問機関

協議会開催予定

回 開催日 会　場 主な協議案件

3
5月18日（火）

13：30～

　川西町
総合体育館

議員の定数、農業委員会、地方税、各種保険、

衛生、福祉、医療費、農林業　など

4
5月310（月）

13：30～

　松代町
総合センター

機構、商工観光、建設、雪対策、上・下水道、

教育、新市建設計画（本協議案）など

5
6月220（幻

13：30～

　松之山町
自然休養村センター

地域自治組織、大字名、行政区名、新市建設

計画（最終決定）など

予
備

7月5目（月）

13：30～

　中里村
総合センター

※開催日、協議案件等は、変更になる場合があります．合併協議会事務局（TELO257 52－7725）もしく

は、役場総務課（TEL597 2220）へおたずねください。

行
政
サ
ー
ビ
ス

醸

自発的意見

　　住民
公　　　　　　 ③
珍　　　　　 ψ　　，，　　4。　　 ’自

　　　1　〕　　　藤　　　 ⇔
’　芦，　　　　　　1　　　、ン

昌ノ“⇔　　　∵　一　i

　　　　　ご　　　　　す　　『じD阿1　　一　じ

要
望
・
意
見

3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
防
　
成

　
　
　
　
　
景
喬

　
　
　
　
　
り
贔

　
　
　
き
き
陥

　
　
　
帆
庭
勢

　
　
　
き
偬
り

　
　
　
生
　
蘇

役
冒
　
度

現
≡
．
　
碑

涯
－
　
　
成

生
筐
　
嘩

　
平
成
1
4
年
に
、
か
ら
だ
の
健

康
と
こ
こ
ろ
の
健
康
を
二
本
柱

に
し
た
「
健
康
ま
つ
だ
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
2
1
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
食
生
活
の
改

善
や
運
動
習
慣
な
ど
、
主
に
か

ら
だ
の
健
康
に
重
点
を
置
い
て

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
に
む

け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

食
習
慣
へ
の
感
心

　
平
成
1
5
年
に
ま
と
め
た
「
ま

つ
だ
い
町
民
の
健
康
意
識
と
行

動
」
調
査
に
よ
る
と
、
若
い
世

代
の
人
ほ
ど
現
在
の
食
習
慣
に

問
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
一

方
、
高
齢
世
代
の
多
く
は
現
在

の
食
事
内
容
や
食
習
慣
が
よ
い
、

も
し
く
は
大
変
良
い
と
答
え
た

人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表

1
）　

こ
れ
は
、
若
い
世
代
の
人
に

「
朝
食
を
食
べ
な
い
」
と
い
う
人

が
多
く
、
3
0
歳
前
後
を
中
心
に

約
2
0
％
も
の
人
が
朝
食
抜
き
の
生

（
1
・

表1　あなたは現在の食事内容や食習慣をどう思いますか

活
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。
（
表

2
）
こ
の
不
規
則
な
生
活
ス
タ

イ
ル
が
自
分
の
食
生
活
に
問
題

意
識
を
持
つ
要
因
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
．

　
ま
た
、
高
齢
世
代
の
人
は
食

べ
な
れ
た
も
の
を
好
む
傾
向
や

新
た
な
調
理
方
法
へ
の
感
心
が

薄
れ
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
食

材
を
中
心
に
、
限
ら
れ
た
調
理

方
法
の
料
理
が
多
く
な
る
こ
と

も
、
現
在
の
食
生
活
が
良
い
と

感
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ

ま
す
．

移
題

『
悶
少
よ
大

食
推
さ
ん
の
食
生
活
改
善

運
動
に
参
加
し
ま
し
よ
う

　
健
康
な
毎
日
を
す
ご
す
た
め
、

規
則
正
し
い
食
生
活
を
営
む
こ

と
は
第
一
条
件
で
す
が
、
そ
れ

と
並
ん
で
、
減
塩
・
減
糖
・
減

脂
肪
な
ど
、
健
康
を
意
識
し
た

調
理
の
工
夫
も
大
切
な
条
件
に

な
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
に
な

ら
い
、
食
習
慣
の
大
切
さ
を
町

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
各
種
の
健
康
講
話
や

健
診
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
食
推
さ
ん
（
松
代
町
食
生
活

改
善
推
進
委
員
）
が
、
食
生
活

藩“牽牽牽牽牽牽牽瀞億誇恨綺漣鱈諦ぺ誇鱈講曙講

表2　あなたは朝食をきちんと食べていますか？

」

100．00％　　　　　・　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　…一

95．00％
　　　　　　　　　　　　　　　　　翼　　響響　　醸灘
90．00％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
85．00％　　』　　　　　　　　　．　　　　　燃
80．00％　　　　　　　　　　　□4ほとんど食べない

75．00％　　　　　　　　　　　日3週4～5励食べない

70．00％　　　　・　　　、　　　■2週2～3回食べない

65．00％　　　　　　　　　　　圏1ほとんど毎日食べる

60．00％

55．σ0％

50，00％

　　　　牽　　洛“　　牽　　牽　　牽　　牽　　牽　　牽
　　　騨帽誰聡誇ぷ鱈講べ諦も諦曙諦

改
善
運
動
と
し
て
各
地
域
で
行

う
料
理
講
習
会
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
．
昨
年
は
8
地
区
で
1
7
回

の
講
習
会
や
試
食
会
に
4
6
0

人
も
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
い

ま
す
．
こ
の
食
生
活
改
善
運
動

で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
食
や

高
脂
血
症
予
防
食
な
ど
健
康
に

直
接
結
び
つ
く
調
理
方
法
の
講

習
か
ら
、
親
子
で
楽
し
む
調
理

実
習
ま
で
幅
広
く
企
画
さ
れ
て

お
り
、
身
近
な
食
材
を
使
っ
て
、

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
お
近
く
で
開

催
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

一人暮らし高齢者の集い「ふれあい昼食会」

　食推さんの調理お弁当でたのしい昼食会
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今
年
度
は
「
こ
こ
ろ
の
健

康
」
も
重
点
に

　
こ
こ
ろ
の
健
康
と
は
、
い
き

い
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
の
重
要
な
条
件
で
あ
り
、
か

ら
だ
の
健
康
と
平
衡
し
て
「
生

活
の
質
」
に
大
き
く
影
響
す
る

と
い
え
ま
す
．

　
具
体
的
に
は
、
自
分
の
感
情

に
気
づ
い
て
表
現
で
き
る
こ
と

（
情
緒
的
健
康
）
、
状
況
に
応
じ

て
適
切
に
考
え
、
現
実
的
な
問

題
解
決
が
で
き
る
こ
と
（
知
的

健
康
）
、
他
人
や
社
会
と
よ
い
関

係
を
築
け
る
こ
と
（
社
会
的
健

康
）
な
ど
を
意
味
し
て
い
ま
す
．

人
生
の
目
的
や
意
義
を
見
出
し
、

主
体
的
に
人
生
を
選
択
す
る
こ

と
（
人
間
的
健
康
）
も
大
切
な

要
素
な
の
で
す
．

こ
こ
ろ
の
健
康
3
つ
の
要
素

　
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
に
は

多
く
の
要
素
が
あ
り
ま
す
．
適

度
な
運
動
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
・
食
生
活
は
身
体
だ

け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
健
康
に
お

い
て
も
重
要
な
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
．
こ
れ
ら
に
、
心
身
の

疲
労
の
回
復
と
充
実
し
た
人
生

を
目
指
す
「
休
養
」
が
加
え
ら

れ
、
健
康
の
た
め
の
3
つ
の
要

素
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
ス

ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ

と
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に
欠
か
せ

な
い
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
が
多
い

と
風
邪
な
ど
の
感
染
症
に
か
か

り
や
す
く
な
っ
た
り
心
臓
病
な

ど
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
性

格
や
行
動
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

う
つ
病
は
こ
こ
ろ
の
病
気
の
代

表
的
な
も
の
で
、
多
く
の
人
が

か
か
る
可
能
性
を
持
つ
精
神
疾

患
で
も
あ
り
、
自
殺
の
う

ち
、
か
な
り
の
数
は
こ
の

う
つ
病
が
背
景
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
．
こ

こ
ろ
の
健
康
を
維
持
す
る

た
め
の
生
活
や
こ
こ
ろ
の

病
気
へ
の
対
応
を
多
く
の

人
が
理
解
し
、
自
己
と
他

者
の
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
表
3
は
、
町
内
で
の
ス

ト
レ
ス
に
関
す
る
調
査
で

す
。
若
い
世
代
の
人
ほ
ど

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

と
い
う
人
が
多
く
、
高
齢

表3　あなたは悩みやストレスを抱えていますか

者
に
な
る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
悩

み
事
を
相
談
す
る
人
が
い
ま
す

か
」
と
い
う
問
に
は
、
高
齢
に

な
る
ほ
ど
相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
人
が
い
な
く
な
り
、
女
性
よ

り
男
性
の
ほ
う
が
、
相
談
相
手

が
い
な
い
と
い
う
調
査
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
．

　
「
健
康
ま
つ
だ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ラ
ン
2
1
」
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
維
持
の
た
め
に
、
生
き
が

い
・
こ
こ
ろ
の
健
康
の
項
目
を

設
け
、
具
体
的
な
行
動
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
．

難麟羅．

04全くない

1コ3あま琴なしq

■2多少ある

圏1大いにあ1

牽牽牽牽牽牽牽牽漕誘誘ぷ誘澄ぷ誘

こ
こ
ろ
の
健
康
　
行
動
目
標

①
「
良
い
加
減
」
で
生
き
よ
う

②
一
目
一
回
は
腹
か
ら
笑
お
う

③
ひ
と
声
か
け
合
い
な
が
ら
社

　
会
参
加
を
し
て
い
こ
う
。

（
健
康
ま
つ
だ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

プ
ラ
ン
2
1
よ
り
）

表4　あなたは悩み事を相談する人がいますか
f一…｛ず酊・「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　「　冒冒『

灘…i…lii遜liilii華籔ii羅1

ロロロ　

ズ〆〆ズ〆〆〆〆
　　　　（女性）

灘　醐…　…1

ロびロ　

　ズ〆ズ〆〆〆〆〆
　　　　（男性）

　
こ
れ
に
対
応
し
て
、
町
や
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
の
相

談
会
や
い
こ
い
の
場
の
開
設
、

心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

か
保
健
師
、
も
し
く
は
心
配
ご

と
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　　　　平成16年度　心配ごと相談の受け付け

　いろいろ考えても解決できない悩みや身近な問題など、相談員が

自宅や電話で相談をお受けしています．お気軽にご相談ください．

相談員　宮澤　静子さん　松代（たいさま）　　TEL597－2054

　　　　斎藤　充代さん　太平（さいとう）　　　597－2835

　　　　柳　　　栄さん　千年（にまいだ）　　　597－3121

　　　　石黒　良泉さん　室野（洞泉寺）　　　　598－2003

　　　　村山寿平次さん　室野（しみずや酒店）　598－2131

調
査
デ
ー
タ
出
典
：
ま
つ
だ
い

町
民
の
健
康
意
識
と
行
動
（
平

成
1
5
年
9
月
松
代
町
　
上
越
健

康
福
祉
環
境
事
務
所
）
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日
本
の
南
東
約
5
干
キ
。
材
。
太
平
洋
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
共
和
国
は
環
礁
（
環
状
の
珊
瑚
礁
）
の
島
で
、
国
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。
主
な
産
業
も
な
く
、
住

民
は
自
給
的
な
漁
業
や
ヤ
シ
の
実
の
加
工
な
ど
で
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
同
国
の
小
さ
な
一
島
、
ミ
リ
島
（
人
ロ
約
5
0
0
人
）
に
小
学

校
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
高
橋
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
授
業
を
教

え
る
反
面
、
島
民
か
ら
自
然
と
の
共
生
の
中
で
育
ま
れ
た
、
豊
か
な
生
活

の
あ
り
方
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
3
月
に
任
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
高
橋
さ
ん
の
、
現
地

で
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

言葉の壁を越え羅

　甫国の島で学ぶ

　　おもしろさ伝えた舗②

高橋弥生さん
　　（田沢出身）

青年海外協力隊員

　
私
の
い
た
ミ
リ
小
学
校
は
、

全
校
児
童
数
が
ー
O
O
人
足
ら

ず
の
小
さ
な
学
校
で
す
．
そ
こ

に
1
年
生
か
ら
8
年
生
ま
で
が

勉
強
を
し
て
い
ま
す
．
8
学
年

ま
で
あ
り
ま
す
が
、
教
室
の
数

が
足
り
な
い
た
め
、
午
前
中
は

ー
～
4
年
生
ま
で
が
、
午
後
は
5
～

8
年
生
ま
で
が
、
と
い
う
ふ
う
に

勉
強
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
英
語
、
算
数
、
国
語
、

社
会
、
理
科
、
健
康
の
6
教
科

を
毎
目
勉
強
し
て
い
て
、
音
楽

明るい笑顔のミリ小学校の児童

たち

や
体
育
、
図
工
は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
日
本
と
比
べ
た
ら
話
す
の
に

き
り
が
な
い
ほ
ど
、
学
校
の
様

子
は
違
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
電
灯
も

あ
り
ま
せ
ん
．
暗
く
て
も
そ
の

ま
ま
。
図
書
室
も
本
も
、
ト
イ

レ
さ
え
な
い
の
で
す
。
ミ
リ
に

お
店
は
な
く
ノ
ー
ト
の
な
い
子

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
．
何
も

な
い
中
で
の
学
習
で
、
子
ど
も

た
ち
の
勉
強
は
お
世
辞
に
も
よ

く
で
き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な

仲
良
し
で
、
そ
の
笑
顔
は
底
抜

け
に
明
る
か
っ
た
で
す
。

　
私
は
そ
こ
で
、
算
数
と
理
科
を

教
え
て
い
ま
し
た
．
算
数
に
関

し
て
言
え
ば
、
学
校
で
の
子
ど

も
た
ち
の
学
習
は
、
「
ど
の
よ
う

に
筆
算
を
す
る
か
」
の
一
言
に

尽
き
ま
す
．
計
算
の
意
味
は
教

わ
ら
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

た
と
え
正
し
い
答
え
を
出
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
日
常
の
生
活

で
使
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
な
る
べ

く
数
や
記
号
、
計
算
の
意
味
が
わ

か
る
よ
う
に
教
え
よ
う
と
思
い
、

い
ろ
ん
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
．

た
と
え
ば
海
岸
で
貝
を
拾
っ
て

お
は
じ
き
に
し
た
り
、
段
ボ
ー

ル
箱
を
崩
し
て
時
計
や
タ
イ
ル

を
作
っ
た
り
．
そ
し
て
、
マ
ー
シ
ャ

ル
語
で
簡
単
な
お
話
を
作
り
、

問
題
と
し
て
示
す
、
そ
ん
な
や

り
方
で
授
業
を
し
て
い
ま
し
た
．

　
私
は
子
ど
も
た
ち
に
す
べ
て

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
．
ミ

リ
で
生
き
て
い
く
た
め
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
．
高
学
年
と
も
な

れ
ば
、
大
人
と
変
わ
ら
な
い
ほ

ど
何
で
も
で
き
ま
し
た
か
ら
。

パ
ン
の
実
の
採
り
方
。
お
い
し

　
や
し

い
椰
子
の
実
の
見
分
け
方
、
ジ
ヤ
ッ

ジ
ー
（
山
刀
）
の
使
い
方
、
コ

ル
コ
ル
（
カ
ヌ
ー
）
の
操
り
方
、

　
　
か
に

貝
や
蟹
の
捕
り
方
、
畑
の
フ
ェ

ン
ス
の
作
り
方
。
ジ
ャ
キ
（
敷

物
）
の
作
り
方
．
花
冠
の
作
り

方
（
ジ
ャ
キ
や
花
冠
は
、
お
客

様
を
も
て
な
す
た
め
に
と
て
も

必
要
な
の
で
、
で
き
な
い
と
恥

ず
か
し
い
）
．
泳
げ
な
か
っ
た
の

で
魚
の
捕
り
方
は
パ
ス
。

　
子
ど
も
た
ち
は
生
活
の
す
べ

て
を
教
わ
る
の
で
は
な
く
、
全

部
見
様
見
ま
ね
で
覚
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
大
人
は
、

た
と
え
大
事
な
仕
事
を
し
て
い

る
と
き
に
子
ど
も
た
ち
が
そ
ば

で
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
て
も
、

怒
っ
た
り
「
向
こ
う
へ
行
け
」

と
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

8年生の授業の様子

ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
で
す
が
、

そ
の
よ
う
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
生
活
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ

と
を
伝
え
て
い
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

ま
っ
た
く
な
く
、
頼
り
に
な
る
の

は
自
分
自
身
の
体
と
工
夫
だ
け
。

そ
し
て
車
の
運
転
も
ラ
ジ
オ
を

直
す
こ
と
も
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ

と
も
家
を
作
る
こ
と
も
、
自
分
た

ち
で
こ
な
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

で
き
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
。
不

便
と
不
足
を
耐
え
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
男
の
子
た
ち

は
、
上
手
下
手
は
あ
る
に
し
ろ

「
泳
げ
な
い
」
と
か
「
木
登
り
が

で
き
な
い
」
と
か
そ
う
い
う
子

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
女
の
子

は
、
3
年
生
で
掃
除
・
洗
濯
（
も

ち
ろ
ん
手
洗
い
）
・
子
守
を
し
ま

す
。
困
っ
た
ら
と
に
か
く
自
分

で
解
決
す
る
、
な
く
て
も
気
に

し
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
温

か
く
見
守
る
ミ
リ
の
自
然
と
時

問
の
流
れ
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を

感
じ
ら
れ
た
1
年
半
で
し
た
。

6



乙
霧

奔
㎜黒

　
4
月
1
9
日
よ
り
農
舞

台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
『
さ

わ
る
彫
刻
展
』
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

河
口
龍
夫
さ
ん
や
日
比
野
克
彦
さ
ん
な
ど

大
地
の
芸
術
祭
の
参
加
作
家
を
は
じ
め
と

し
て
、
世
界
各
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
、

立
体
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
．
有
名
な

作
品
で
は
、
豊
か
な
女
性
像
を
描
く
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
画
家
の
ル
ノ
ア
ー
ル
の

彫
刻
、
ス
ペ
イ
ン
の
建
築
家
『
サ
グ
ラ
ダ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ア
教
会
』
で
知
ら
れ
て
い
る
ア

ン
ト
ニ
オ
ー
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
も
あ
り
ま

す
．　

『
さ
わ
る
彫
刻
展
』
で
は
、
見
る
こ
と
よ

り
触
る
こ
と
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

視
覚
を
閉
ざ
し
た
状
態
で
作
品
を
触
っ
て

い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
『
み
え
な
い
め
が
ね
』
を
し
て
、
ど

ん
な
作
品
な
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
作

品
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の

触
覚
が
頭
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
め
ぐ

ら
せ
て
、
不
思
議
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
美
術
館
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で

き
な
い
芸
術
の
温
も
り
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

農
舞
台
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
企
画
展

　
　
　
　
　
　
　
『
さ
わ
る
彫
刻
展
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
期
H
4
月
1
7
日
出
～
7
月
1
9
日
㈲
）

　　　　「さわる彫刻展」のご案内

会場：まつだい農舞台（まつだい雪国農耕文

　　　　化村センター）農舞台ギャラリー

　　　　〒942－1526　松代町大字松代3743－1

　　　　TEL＝025－595－6180

　　　　FAX：025－595－6181

　　　　e－maiドinfo＠noubutai．com

　　　　U　R　L＝http　l／／www．noubutaLcom

開館時問19＝00～18100（入館は閉館30分前まで）

休館日：毎週月曜日（最終日7／綿は開館）

入場料：一般500（400）円

　　　　小中学生300（200）円

　　　　※（　）内は20名以上の団体料金。

’
　
　
胡
箭ミ

奪
じ
ま
．
…鱗

　照騰競照

麟轟麺

　
　
　
　
　
　
　
　
羅

ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ガ
ウ
デ
ィ
の
作
品
に
も
触
れ
ら
れ
ま
す

　　　　　　農舞台は現代アートミュー

　　　　　　　ジアムであり、松代町の

　　　　　　情報発信ステージです。
　農舞台では、この松代の魅力を伝えて

くださる案内人を募集しています．

　お問い合わせは農舞台（TEL595 6180）

へご連絡ください。

　皆さんのご協力をお願いします。

　
　
　
　
　
4
月
2
9
日
～
5
月
5
日
の

た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

し
　
　
　
中
、
農
舞
台
で
は
「
城
山
探

で評
　
　
　
索
ツ
ァ
ー
」
を
行
な
い
ま
し

好　
　
　
　
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
農
舞
台
南
側
に

面
す
る
城
山
を
「
自
然
の
動
植
物
」
・
「
地

形
」
・
「
ア
ー
ト
作
品
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
2
時
間
程
で
説
明
し
な
が
ら
周
遊
す

る
も
の
で
、
期
問
中
3
0
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
山
遊
び
や
城
山
に
生
息
す
る
動
植
物

の
生
態
、
苧
か
ら
採
れ
る
繊
維
で
創
ら

れ
た
越
後
上
布
の
話
、
棚
田
の
形
成
か

ら
川
の
蛇
行
跡
の
説
明
な
ど
、
様
々
な

角
度
か
ら
松
代
町
の
魅
力
を
存
分
に
伝

え
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
舞
台
の
黒
板
の
教
室
（
松

代
デ
ジ
タ
ル
ァ
ー
カ
イ
ブ
ス
の
部
屋
）

で
は
、
机
上
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て

昔
の
町
民
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
お
話
し

た
り
、
折
り
紙
細
工
体
験
な
ど
を
催
し

た
り
と
、
来
館
者
と
の
交
流
も
行
な
い

ま
し
た
。

　
こ
の
期
間
中
、
案
内
人
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
の
は
佐
藤
貞

夫
さ
ん
（
室
野
）
、
関
谷
八
郎
さ

ん
（
松
代
）
、
中
村
元
平
さ
ん
（
松

代
）
、
松
山
金
一
さ
ん
（
犬
伏
、
）
、

美
濃
和
英
さ
ん
（
福
島
）
で
す
。

実
体
験
に
も
と
づ
く
説
明
に
は
、

こ
の
地
に
住
む
人
の
知
恵
と
情

緒
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、

参
加
者
か
ら
と
て
も
好
評
で
し
た
．

　
今
後
は
週
末
な
ど
に
農
舞
台
の
ご
案

内
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
町

の
暮
ら
し
や
特
技
を
生
か
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　　　　　「城山探索ツァー」参加者の声

●「自然環境と美術作品がベストマッチ！　素晴らしいガイ

　ドありがとう！おまけは植物の名覚えた事です。」（横浜市）

●「町で暮らしていて農村はあこがれであった。が、冬場の

　生活は大変な事と思われる半面、自然豊かなこんな土地に

　住めたらと思いもします。松代町が今回のツアーで芸術豊

　かな町ということが今更ながら知りました。」（新潟市）

●「地元の方による山菜・野草の解説、棚田の説明など大変

　勉強になりました。機会があればまた立ち寄りたいです。」

　（東京都目黒区）
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人と自然の生命が輝くまち

松代・松之山チヤレンジ塾

公民館活動のお知らせ

参加登録者募集申！

　松代町・松之山町教育委員会では、5月から始まる青少年対

象の週末体験・学習活動「松代・松之山チャレンジ塾」の参加

登録者を募集しています。

　友達同士で、子ども会単位で、地域の活動の1つとして、い

ろいろな仲間と参加してみませんか？　そして、体験活動を通

して、新しい友達をつくってみませんか？

松代・松之山チャレンジ塾　今年のスケジュール

開催日 予定会場 プログラム 対象年齢

5月23日（日） 松之山町
春のハイキング
（大厳寺高原）

幼児～高校生

6月27日（日） 松代町
チャレンジスポーツvol．1

（野外ニュースポーツの体験）
小学4年以上

7月25日（日） 頸城村 手作りカヌー体験 小学生以上

8月4日㈱ 松代町 ふるさとめぐり① 小学生以上

8月6日囲 松代町 ふるさとめぐり② 小学生以上

8月25日㈱ 松之山町 ふるさとめぐり③ 小学生以上

8月27日囲 松之山町 ふるさとめぐり④ 小学生以上

9月26日（日） 松代町
おもしろ科学実験
（ラムネ作り）

幼児～高校生

10月24日（日） 松代町 秋のハイキング 幼児～高校生

11月28日（日） 松之山町
チャレンジスポーツvol．2

（屋内ニュースポーツの体験）
小学4年以上

12月19日（日） 松代町 郷土料理教室 幼児～高校生

1月23日（日） 柏崎市 スケート教室 幼児～高校生

、
　
　
　
　
　
諸

●参加登録ぱ．無料響す。

●参撫登録後．羅月熱鑑始まるプ潤ゲ

　ラムの中か場、婬き麟慈のを鶴由縫

　選ん欝参加潔鐵逃霧蓬慧ま燐。細衷

　何回驚も○穰欝

●参茄費が必要数プ團ゲ簿鐵ぽ．謎鶏

　グ籏鐵実i施國繕集餐鰺諜薬、

●轟雛鳳雀婁撫の叢業搬颯糞案繭ぱ．鍵

　施一顯蝿繭講醗諦灘蒙蝶、

●撫学較低i学隼麟．繰護懸岡伴餐蒙羅

　葺も参掴欝き叢塗、幼晃敏豫護蕎關

　藩と纏ま耕。

○保護讐・蕩校盤以盤の叢の活動素覇

　ン競鰭翼も騨せ羅募集樋驚難ま誘。

　釜希望の欝は鼓蝿館諜欝講蓮絡叢だ

　さ聴。

●馨薮込み．閾賊欝わ懸ぽ総奮セ謎蓼灘

　諜響鎌蓬鵬騨一欝麟鞭

仲よく楽しく 生き生きと

松寿大学　今年の研修旅行

5月27日㈱　日帰り旅行（県庁・朱鷺メッセ）

10月12日（火）一泊研修旅行

　～13日㈱　　（日光東照宮・鬼怒川温泉）

轡’ ゆ、
為　．

灘凝　　　　　　：灘
　　ゑ　　　　　　　　　　　

》↓ろチ1

　搬4穣畿鱒松懸穴学

い
ろ
り
第
2
4
号

　
　
　
1
5
月
1
9
日
発
刊
i

　
松
寿
大
学
受
講
生
と
東
京
松

代
会
員
約
7
0
名
の
執
筆
に
よ
り
、

機
関
紙
「
い
ろ
り
第
2
4
号
」
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
お
求
め
は

総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
　
（
一
冊
1
、
5
0
0
円
）
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晴れやかに
　成人おめでとう（駅昊）

　
5
月
は
勢
い
あ
る
月
と
い
わ
れ
る
．
自
然
界

も
そ
う
。
陽
の
光
が
強
く
感
じ
る
こ
の
日
。

　
新
成
人
を
祝
う
会
場
が
華
や
ぐ
．
5
月
3
日

の
総
合
セ
ン
タ
ー
．
代
表
の
相
沢
甲
さ
ん
は
「
自

ら
の
可
能
性
を
信
じ
、
こ
の
松
代
町
で
育
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し

た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
に
カ
を
こ
め
た
．

　
　
き

慧
弄
　
　
．
奪
　
雛

・
　
　
～
　
　
p
》
，

ゑ勇壼，
騨
ー
騒

1隙謬1

繍1，
　　　　鮎蝋

日
に
開
局
し
、

を
迎
え
ま
す
。
同
局
で
は
、

昨
年
か
ら
の
郵
便
局
の
公

社
化
に
伴
い
、
従
来
の
規

制
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
サ
ー
ビ
ス
で
地
域
に
親

し
ま
れ
る
郵
便
局
づ
く
り
に

明
治
4
年
4
易
具
旧
暦
の
3
　
に
取
組
ん
で
い
手
．

月
－
日
）
、
駅
逓
権
正
”
前
島
密
（
新
長
4
月
2
0
日
に
行
わ
れ
た
第
7
1
回
郵
政

潟
県
上
越
市
出
身
）
の
創
案
に
よ
る
　
局
記
念
日
に
百
松
代
郵
便
局
長
を
勤
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
便

新
式
郵
便
制
度
が
国
営
に
よ
り
発
足
日
郵
た
小
堺
清
司
松
代
町
議
会
議
長
は
「
こ

し
、
そ
の
後
、
明
治
8
年
5
月
に
郵
念
日
の
閉
ざ
さ
れ
た
山
問
の
地
域
で
、
住
民

便
貯
金
、
大
正
5
年
1
0
月
に
簡
易
生
記
一
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
郵
便
局
づ
く

命
保
険
が
、
そ
れ
ぞ
れ
創
設
さ
れ
・
臓
が
り
を
さ
れ
・
地
域
の
原
動
力
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
長

　
　
　
　
　
　
今
年
で
1
2
8
年
目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　－

る
住
民
二
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
お
互
い

に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
局

職
員
を
激
励
し

ま
し
た
。

国民年金
ノ9 餌 」 戸　一

一
▼

　　・β＝　愚卿《
一一申請手続きは、5月31日まで一

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
人
は
、
全
員
が
年
金
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
な
ど
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
．

　
で
も
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
所
得
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
本
人
が
納
め
る
こ
と
が

困
難
で
す
か
ら
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
こ

れ
が
、
学
生
納
付
特
例
制
度
で
す
。

対
象
遊
麟
る
学
錐

　
大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
な
ど
に
在
学
す
る
2
0
歳
以
上
の
学
生

等
で
あ
っ
て
、
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得

が
6
8
万
円
以
下
（
給
与
収
入
が
1
3
3
万

円
以
下
）
で
あ
る
人
で
す
。

　
な
お
、
平
成
1
4
年
度
か
ら
夜
間
（
定
時

制
）
課
程
の
人
も
通
信
課
程
の
人
も
、
こ

の
特
例
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
．

届
畠
の
窟
法
は

　
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
で
届
出
て
く
だ
さ
い
．

　
届
出
は
、
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
年

度
ご
と
に
必
要
で
す
．
4
月
か
ら
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
い
人
は
、
毎
年
4
月
～

5
月
末
日
ま
で
に
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

嚢
生
紬
馨
轄
捌
蒼
受
け
薙
期
聞
は

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る
と
…

①
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死
亡

　
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
満
額
の

　
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金

　
が
支
給
さ
れ
ま
す
．

②
学
生
納
付
特
例
期
問
は
、
老
齢
基
礎
年

　
金
の
受
給
資
格
要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま

　
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
．

③
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
問

　
の
保
険
料
は
、
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ

　
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

　
で
き
ま
す
．
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

　
受
け
る
た
め
に
も
、
卒
業
し
た
ら
忘
れ

　
ず
に
追
納
し
て
く
だ
さ
い
。

追納は、その年分から2年

を過ぎると当時の保険料に

加算金がついて高くなりま

すので、なるべく早くお納
めください。
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●
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．
聡

翁議
．

　
，
　
億

　
　
卿

　
　
O

●●●●●●●●●

　
　
　
　
　
　
ほ
　
ら
が
い

　
ボ
ー
ボ
ー
と
法
螺
貝
が
な
り
響

く
．
ザ
ク
ザ
ク
と
春
の
雪
を
踏

み
散
ら
し
て
戦
国
武
者
達
の
登

場
で
す
．

　
小
雨
降
る
グ
ラ
ン
ド
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
上
に
は
、
松
代
幕
府

を
構
成
す
る
侍
大
将
が
居
並
ぶ
。

　
我
ら
が
代
表
東
京
松
代
会
の

牧
田
大
殿
様
と
若
井
殿
様
の
鳥

　
　
　
　
い
ソ
　
　
り

帽
子
姿
も
凛
々
し
く
、
壇
上
に

着
座
す
る
姿
は
時
代
絵
巻
を
見

て
い
る
よ
う
な
幕
開
け
で
し
た
。

　
私
は
、
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
．

　
湯
沢
で
新
幹
線
を
降
り
て
ほ

く
ほ
く
線
に
乗
り
換
え
る
と
、

松
代
会
の
見
知
っ
た
顔
が
い
っ

ぱ
い
お
ら
れ
「
や
あ
や
あ
」
と

　
　
　
あ
い
さ
つ

簡
単
な
挨
拶
を
交
し
て
、
そ
の

ま
ま
同
行
し
ま
す
。
十
一
時
十

三
分
松
代
駅
着
．
こ
こ
で
、
全

員
集
合
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
っ

て
会
場
に
直
行
で
す
。

　
各
種
模
擬
店
の
呼
び
声
と
故

　
●
て
る
山
も
み
じ

感
動
の
冬
の
陣

　
　
　
　
　
　
　
ひ

郷
の
匂
い
に
気
を
惹
か
れ
な
が

ら
、
実
行
委
員
会
に
準
備
し
て

い
た
だ
い
た
東
京
松
代
会
専
用

の
休
憩
所
に
入
り
ま
し
た
。

　
お
天
気
は
、
あ
い
に
く
の
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
で
し
た
が
、
そ
れ

で
も
み
ん
な
は
故
郷
の
懐
か
し

い
顔
を
見
つ
け
て
は
声
を
掛
け

た
り
、
握
手
を
し
た
り
で
喜
び
が

体
中
か
ら
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
に
な
り
、
一
同
揃
っ
て

迎
え
の
、
、
ハ
ス
で
今
夜
の
宿
、
芝

峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
へ

と
向
い
ま
す
．
宿
に
着
い
た
ら
、

先
ず
は
温
泉
の
た
っ
ぷ
り
の
お

湯
に
首
ま
で
浸
か
り
、
ふ
る
里

の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　
懇
親
会
は
大
広
問
に
総
勢
五

十
余
名
が
ず
ら
り
と
並
び
、
若

井
謙
一
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り

若
井
恒
雄
副
会
長
の
発
声
で
乾

杯
．
大
宴
会
の
始
ま
り
で
す
が
、

夜
の
催
し
も
あ
る
た
め
早
々
に

切
り
上
げ
て
、
ふ
た
た
び
冬
の

み
じ
か
い
文
出
早

柳
　
　
　
　
政
　
直

千
葉
県
我
孫
子
市
在
住

　
　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
庄
八
）

陣
会
場
に
出
か
け
ま
す
．

　
二
日
目
は
天
候
も
回
復
し
て
、

冬
の
陣
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」

の
始
ま
り
で
す
．
勇
壮
な
松
苧

太
鼓
が
武
者
達
を
鼓
舞
し
ま
す
．

　
ふ
る
里
松
代
の
、
町
を
挙
げ

て
の
歓
迎
に
感
激
の
二
日
間
で

し
た
。
町
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
業
委
員

長
の
柳
克
治
さ
ん
始
め
各
担
当

役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
感
謝

し
報
告
と
し
ま
す
．

松
代
で
お
米
を

　
　
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●
た
ん
ぼ
の
場
所
松
代
町
松
代

（
面
積
目
1
2
岬
，
、
収
穫
目
約
九
俵
）

ご
希
望
の
方
は
五
月
末
日
ま
で
に

各
地
区
副
会
長
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
左
記
の
世
話

人
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

事
業
委
員
長
　
　
　
柳
　
　
克
治

電
話
0
4
8
－
4
7
8
－
6
5
0
3

副
委
員
長
　
　
　
　
片
山
　
徳
重

電
話
0
4
5
－
5
0
1
－
5
9
8
4

し
ょ
う
じ
き
も
の

り
ふ
る
さ
と
体
験

よ
　
　
今
回
は
、
次
の
三
つ
を
テ
ー
マ

だ
に
企
画
し
ま
し
た
．

京東
◎
ま
つ
だ
い
を
知
ろ
う

「
ホ
タ
ル
観
賞
の
タ
ベ
」

◎
郷
土
料
理
に
挑
戦
し
よ
う

◎
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う

“
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
ふ
る
さ
と
へ
行
っ
て
、

楽
し
い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
”

　
き
つ
と
、
都
会
に
は
な
い
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
、
人
の
温
か
さ
を

み
ん
な
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
。　

み
ん
な
を
さ
そ
っ
て
参
加
し
て

み
ま
し
ょ
・
つ
。

　
6
月
5
旦
出
ま
で
に
地
区
の
委

員
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
6
月
2
6
日
ω
～
2
7
目
㈲

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

集
合
場
所
　
J
R
上
野
駅
公
園
口

　
　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分

体
験
場
所
　
松
代
町
周
辺

宿
泊
場
所
．
松
代
町
青
少
年

　
　
　
　
　
　
研
修
セ
ン
タ
ー

（
皿
0
2
5
－
5
9
7
2
3
4
3
）

参
加
費
用
　
大
人
1
4
、
0
0
0
円

　
　
　
　
小
人
　
8
、
0
0
0
円

参
加
人
員
　
定
員
5
0
名
（
親
子
ペ
ア
）

〈
申
込
先
〉

○
柳
　
克
治
（
松
代
地
区
）

○
若
井
　
幸
（
峰
方
地
区
）

○
柳
　
政
直
（
伊
沢
地
区
）

○
池
田
　
正
（
山
平
地
区
）

○
石
野
　
士
（
奴
奈
川
地
区
）

　
目
程
や
電
話
・
F
A
X
番
号
等

の
連
絡
先
は
、
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
（
文
責
　
池
田
　
正
）

樋
口
丈
吉
氏
叙
勲
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー

　
平
成
十
五
年
十
一
月
三
日
、
輝

か
し
い
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ

た
樋
口
丈
吉
氏
の
「
叙
勲
を
祝
う

会
」
が
、
三
月
十
九
目
品
川
の
ホ

テ
ル
・
パ
シ
フ
イ
ッ
ク
で
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
祝
賀
会
は
、
食
肉
業
界
の
お
世

話
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
東
京
の
食

肉
関
係
九
団
体
、
松
代
町
、
東
京

松
代
会
、
山
平
会
、
親
戚
家
族
等

二
五
五
名
の
大
勢
の
方
が
出
席
し

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
関
谷
町
長
、
小

堺
議
長
、
若
井
松
代
会
会
長
、
井

上
山
平
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

八
十
一
歳
に
な
ら
れ
た
樋
口
氏
か

ら
は
元
気
に
謝
辞
と
今
後
の
抱
負

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
に
つ
づ
く
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松
代
の
自
然

　
平
成
十
五
年
五
月
十
四
日
の
朝
、
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
り
ょ
う

野
の
『
ぎ
ぜ
ん
』
米
持
儀
一
棟
梁
さ
ん

か
ら
お
電
話
が
あ
っ
て
「
自
宅
の
庭
園

の
草
取
り
を
し
て
い
た
ら
、
珍
し
い
キ

ノ
コ
が
見
つ
か
っ
た
．
夏
だ
と
い
う
の

に
キ
ノ
コ
が
生
え
る
な
ん
て
不
思
議
で
、

形
も
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
。

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
見
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
の
で
す
。
そ
の
日
、
私
は
十
日

町
市
の
眼
科
医
へ
診
察
に
行
く
予
定
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
帰
り
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
．

　
『
ぎ
ぜ
ん
』
の
庭
園
は
町
営
住
宅
の
近

く
に
造
成
さ
れ
た
立
派
な
も
の
で
、
そ

こ
に
生
え
て
い
る
と
い
う
謎
の
物
体
の

と
こ
ろ
へ
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
．

　
そ
の
謎
の
キ
ノ
コ
は
、
ア
ミ
ガ
サ
タ

ケ
と
い
う
春
に
発
生
す
る
も
の
で
し
た
。

私
も
若
い
頃
、
洞
泉
寺
の
境
内
で
ボ
エ

ア
ミ
ガ
サ
タ
ケ

切
り
作
業
を
し
て
い
た
と
き
に
見
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
、
予
備
知
識
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
こ
　
む
そ
う

　
昔
の
虚
無
僧
が
被
っ
た
編
み
笠
を
連

想
し
て
の
名
で
し
ょ
う
か
、
変
わ
っ
た

形
の
も
の
で
、
こ
ん
な
不
思
議
な
も
の

を
初
め
て
見
れ
ば
ど
な
た
で
も
驚
き
ま

す
が
、
じ
つ
は
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る

の
で
す
．

　
帰
省
し
た
娘
と
ウ
ド
採
り
に
山
へ
入
っ

た
時
に
、
娘
が
ウ
ド
の
根
元
に
異
様
な

も
の
が
あ
る
の
を
発
見
し
て
採
取
し
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
試
食
し
ま
し
た
．

茎
の
中
は
空
洞
に
な
っ
て
い
て
、
シ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
く
わ

シ
コ
し
た
歯
ざ
わ
り
で
、
竹
輸
を
噛
ん

で
い
る
食
感
で
し
た
．
・

　
『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』
の
旧
版
に
は

「
欧
米
諸
国
ニ
テ
ハ
、
一
般
二
食
用
ト
セ

ル
モ
、
我
邦
ニ
テ
ハ
本
菌
ガ
美
味
ナ
ル

食
用
菌
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多

シ
」
と
重
々
し
く
述
べ
て
い
ま
す
．

　
若
奥
さ
ん
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ

ん
な
珍
し
い
キ
ノ
コ
を
見
付
け
る
な
ん

て
、
も
っ
と
長
生
き
し
ま
す
よ
」
と
笑
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し
や
く

て
い
ま
し
た
が
、
棟
梁
さ
ん
の
嬰
礫
た

る
壮
健
さ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
も

常
に
好
奇
心
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
根

源
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ち
ょ
う
ど
庭
に
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
舞
い

込
み
ま
し
た
．

　
　
　
　
（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

lOo－o－oOoo（》一〇一1》OoOoOo－ooooo－1》一〇〇〇〇〇一〇一〇一〇〇（》o（》一〇一〇〇〇一（⊃q唇》Ol⊃oooo－ooo一（lo（》一（1－oOoOo－o－oOoo〔》Oo－o一謄oOoOoo（1－o－oOl

東京松鶴糞遡趙

絵画（若丼登慰器侮難糖だだきました

　東京松代会（若井謙一会長）より若井登さん作の

絵画をいただきました。

　寄贈いただいたのは20号サイズ（約73cm×53cm）

の油絵で、真冬の京都大原を描いたものです。タイ

トルは「大原雪景」．新雪に包まれた山間のかやぶき

民家が、情緒よく心にやすらぎが得られる作品です．

この絵画は、新築した芝峠温泉レストビレッジ峰の

体験交流館に展示しています．
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＾

　
　
暗
い
ト
ン
ネ
ル
も
は
な
や
か
に
楽
し
纈
　
　
・
囲
　
　
　
　
　
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
ほ
く
ほ
く
線
ゆ
め
ぞ
ら
号
に
新
作
映
爆
登
蝿

　
昨
年
4
月
に
、
日
本
初
の
シ
ア
タ
ー
ト
レ
イ
ン
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
、
ほ
く
ほ
く
線
ゆ
め
ぞ
ら
号
（
北

越
急
行
㈱
）
に
新
作
映
像
が
加
わ
り
ま
し
た
．

　
今
回
登
場
し
た
の
は
「
花
火
編
」
．
コ
ン
ピ
ユ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
使
っ
た
動
画
映
像
で
、
五
つ
の

ト
ン
ネ
ル
ご
と
に
異
な
る
映
像
が
電
車
の
天
井
に
音

楽
と
と
も
に
映
し
出
さ
れ
、
リ
ア
ル
な
臨
場
感
を
体

験
で
き
ま
す
．

　
全
線
の
約
七
割
が
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
ほ
く
ほ
く
線

の
特
徴
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
星
座
編
で
乗
車

す
る
み
な
さ
ん
に
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。
今
秋
に

は
、
オ
ー
ロ
ラ
や
夕
景
な
ど
の
自
然
の
美
し
さ
を
楽

し
め
る
「
天
空
編
」
の
上
映
も
予
定
し
て
い
て
、
幻

想
的
な
旅
の
一
シ
ー
ン
を
演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

＞　　　灘

天井に多彩な花火の映像が映し出

ほくほく線ゆめぞ∈
　　　運行のご案内

〈運行日＞毎週土・日曜、1

〈運行ダイヤ＞

　　　　直江津駅発
上　8＝18（越後湯沢行）

り　12＝32（六日町行）

　　16＝34（越後湯沢行）

　　　越後湯沢駅発
下10二36（快速直江津行）

り　　　六日町駅発

　　15＝05（直江津行）
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布
野
奨
一
一
さ
ん
（
雅
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
旭
圓
双
艶
寧
箋
牽

　
平
成
1
6
年
度
春
の
叙
勲
で
、

石
野
英
二
さ
ん
（
木
和
田
原
）

が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
石
野
さ
ん
は
昭
和
5
0
年
4
月

に
松
代
町
議
会
議
員
に
初
当
選

し
、
以
来
7
期
2
8
年
問
に
わ
た

り
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
発

展
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
．

ま
た
、
平
成
3
年
5
月
か
ら
昨

年
4
月
ま
で
1
2
年
問
、
歴
代
議

長
の
中
で
は
最
も
長
い
期
間
を

議
会
議
長
と
し
て
そ
の
重
責
を

担
わ
れ
、
町
の
振
興
の
た
め
献

身
的
に
寄
与
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
議
員
就
任
当
初
の
50
年
代
、

度
重
な
る
豪
雪
や
ほ
く
ほ
く
線

工
事
の
凍
結
、
進
む
過
疎
化
な

ど
町
に
閉
塞
感
が
漂
う
中
、
議

員
と
し
て
の
使
命
を
痛
感
し
た

と
い
い
ま
す
．
以
降
、
国
県
道

路
の
改
良
を
は
じ
め
集
落
道
路

の
施
設
、
ほ
く
ほ
く
線
の
早
期

開
通
な
ど
関
係
機
関
へ
の
積
極

的
な
は
た
ら
き
か
け
を
行
う
と

同
時
に
、
奴
奈
川
西
部
で
の
水

道
事
業
に
は
自
地
を
提
供
し
て

開
発
を
進
め
る
な
ど
、
社
会
基

盤
の
整
備
を
と
お
し
て
地
区
住

民
の
生
活
向
上
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
一
方
、
克
雪
対
策
に
も
傾
注

し
、
各
地
域
へ
の
除
雪
ブ
ル
ド
ー

ザ
の
配
置
を
提
言
。
県
で
も
先

進
的
な
取
り
組
み
と
な
り
、
併

せ
て
保
安
要
員
制
度
も
施
さ
れ

て
、
豪
雪
地
で
も
安
心
し
て
住

め
る
町
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
町
民
の
皆
さ
ん
が
何
を
必
要

と
し
て
い
る
の
か
、
膝
を
交
え

て
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
な
ん

で
す
」
と
常
に
町
民
の
側
に
基

軸
を
置
い
た
信
念
は
、
ご
自
身

の
議
員
活
動
の
中
か
ら
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を

担
い
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
た
石
野
さ
ん
。
受

章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

黍
癒
道
の
使
踊
沢
数
の

　
変
更
催
ゆ
糖
て

　
一
般
家
庭
の
下
水
道
料
金
は

住
民
基
本
台
帳
上
の
人
数
で
算

定
さ
れ
ま
す
が
、
一
カ
月
以
上

の
長
期
間
に
わ
た
り
、
実
際
の

居
住
人
数
が
住
民
基
本
台
帳
と

異
な
る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
使
用
人
数
を
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．

　
家
庭
の
下
水
道
使
用
人
数
を

減
ら
す
場
合
の
申
請
に
は
、
印

鑑
と
修
学
・
就
労
等
の
証
明
書

類
ま
た
は
施
設
等
の
請
求
書
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
使
用

人
数
の
変
更
は
申
請
の
翌
月
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

使用人数が変更できる理由

修学、就労、施設入所等の理由

により住所はあるが実際には居

住していない家族がいる場合

住所の無い同居者がいる場合

使用人数の減

使用人数の増

※故意に誤った申請を行った場合、また故意に申

　請を行わない場合には罰金や過料の対象となり

　ますのでご注意ください．

　　介護保険事業計画策定委員会の委員を募集します

　松代町介護保険事業策定委員会は、委員数10名で構成され、介護

保険事業の運営や事業計画の達成状況などについて審議しています．

6月末で任期が満了となるため、このうち被保険者（一般町民）の

委員を募集します．なお、委員の任期は条例上3年ですが、市町村

合併が予定されていますのでそれまでの期間となります．

☆募集人員　4人（男女各2人）

☆応募資格

・松代町に住所を有する者のうち、第2号被保険者（40歳～64歳）

　および第1号被保険者（65歳以上）

・1年間に2回程度の会議に出席できること．

☆応募方法

　　応募用紙に住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業を記載し、

　400字程度にまとめた作文「松代町の介護保険に望むこと」を添え

　て、住民課国保介護保険係へ送付してください．（応募用紙は国保

　介護保険係の窓口にあります．）

☆応募締切　5月31目（月）

☆決定通知　6月末までに結果を通知します。

☆お問い合わせ　住民課国保介護保険係　597－2220㈹

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
ご
不
満
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
対
し
て
ご
不
満
（
時
間
を
守
ら
な
い
、
こ

と
ば
づ
か
い
が
悪
い
等
）
が
あ
る
場
合
は
、
遠
慮
せ
ず
に
改
善
を
求
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
利
用
者
本
人
が
申
し
立
て
で
き
な
い
場
合
は
、
家
族
や
民
生
委

員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
直
接
言
い
に
く
い

場
合
な
ど
は
、
役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
苦
情
相
談
窓
ロ
】

役
場
住
民
課
国
保
介
護
保
険
係
　
凪
5
9
7
－
2
2
2
0

松
代
町
在
宅
介
護
支
援
事
業
所
　
凪
5
9
5
－
6
0
1
7

　
　
　
　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
園
内
）

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
室
　
旺
0
2
5
－
2
8
5
－
3
0
2
2

）
￥

、
4
1

　
　
’
o
、
一
●

（　　　、

・＾，イ。q免
　、い　　＾、

　演
1ん

㎏　」
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松代町消防団編成表平成16年度

分団部班 職　名 氏　　名 管轄区域
団　　長 市川　嘉吉（池之畑）

副団長 室岡　徳松（池　尻） 教育主幹
団
本

副団長 小堺　光夫（蓬　平） 訓練部長

部 副団長 瀬沼　伸彦（松　代） 技術部長

分団長 村山　達也（松　代） 予防部長

分団長 若月　三秋（犬　伏） ラツパ長

分団長 鈴木　正和（松　代）

副分団長 黒木　崇文（松　代）

本
部

「一一一一

1：1

部　　長

班　　長

武田　芳夫（松　代）

鈴木　清彦（松　代） 町内全域
卜一一一

分 ：2 班　　長 斎藤　一良（田野倉） 町内全域
団

r一一一一

2：1

部　　長

班　　長

牧田　幸樹（松　代）

本柳　　剛（松　代） 町内全域
卜一一
：2 班　　長 村山　政仁（松　代） 町内全域

分団長 宮沢　新松（下　山）

副分団長 柳　　一夫（千　年）

部　　長 冨沢　　豊（小荒戸）

第
r層需顧一

1：1 班　　長 小野嶋慎介（太　平） 小荒戸太平
トー一

1
：2 班　　長 柳　　勝則（菅　刈） 菅刈田沢

分 部　　長 室岡　正一（池　尻）
r一一一一団 2：1 班　　長 柳　　政美（千　年） 千年池尻
卜一一

12 班　　長 山賀　将司（池之畑） 池之畑小屋丸下山海老東山

3r一一一
：1

部　　長

班　　長

若井　洋一（蓬　平）

小堺　春樹（蓬　平） 蓬平会沢清水桐山
分団長 柳　　勇一（犬　伏）

副分団長 柳　　新一（孟　地）

第
2
分

1r一一
11

部　　長

班　　長

小島　昭夫（犬　伏）

柳　　雅彦（犬　伏） 犬伏

団 部　　長 柳　　　朗（苧　島）
r一一一一

2：1 班　　長 柳　　直行（孟　地） 孟地苧島
トー一
：2 班　　長 柳　　藤雄（滝　沢） 中子片桐山滝沢

分団長 米持　義裕（室　野）

副分団長 池田　星児（田野倉）

第 部　　長 佐藤　正明（室　野）

3
r一一曹一

お1 班　　長 佐藤　秀行（室　野） 室野
分

トー一一

：2 班　　長 西潟　隆行（福　島） 室野奈良立福島竹所峠木和田原
団 部　　長 高橋　清隆（莇　平）

「一一一一

2：1 班　　長 室岡　善明（仙　納） 田野倉仙納莇平名平
卜一一
：2 班　　長 井上　　傑（寺　田） 寺田蒲生儀明

平
成
1
6
年
度
職
員
の
異
動

4
月
1
日
付
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
旧
所
属
課
等

総
務
課

佐
藤
達
夫
・
課
長
（
企
画
振
興
課
課
長
）

柳
　
健
一
・
総
務
課
付
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
総
務
課
課
長
）

齋
藤
一
良
・
財
政
係
長
（
総
務
課
）

市
川
健
司
・
行
政
係
長
（
企
画
振
興
課
）

議
会
事
務
局

池
田
里
美
・
松
代
町
議
会
事
務
局
（
住
民
課
）

住
民
課

石
口
丈
夫
・
環
境
保
健
衛
生
係
長
（
生
涯
学
習
課
）

松
澤
明
男
・
児
童
福
祉
係
（
税
務
室
）

市
川
　
聡
・
環
境
保
健
衛
生
係
（
建
設
課
）

鈴
木
麻
子
・
社
会
福
祉
係
（
新
採
用
）

柳
　
大
輔
・
国
保
介
護
保
険
係
（
新
採
用
）

柳
ふ
じ
え
・
松
代
保
育
園
保
育
士
（
保
育
士
）

柳
み
ね
子
・
室
野
保
育
園
保
育
士
（
保
育
士
）

萬
羽
洋
子
・
松
代
保
育
園
調
理
員
（
松
代
小
学
校
）

出
納
税
務
室

堀
川
一
郎
・
税
務
室
長
（
農
林
課
参
事
）

樋
口
　
彰
・
税
務
室
（
建
設
課
）

企
画
振
興
課

小
堺
定
男
・
課
長
（
生
涯
学
習
課
長
）

高
橋
勝
・
課
長
補
佐
（
建
設
課
）

富
澤
　
豊
・
観
光
係
（
企
画
振
興
課
）

小
堺
公
美
晴
・
地
域
振
興
係
（
新
採
用
）

農
林
課

菅
井
正
一
・
課
長
補
佐
（
住
民
課
）

町制施行50周年記念企画

「松代町半世紀の軌跡（仮称）」写真集の

　　　　　　　　　　写真提供にご協力ください

　昭和29年10月1日　新制松代町が誕生してから50年。日本
の高度成長とともに、私たちの松代町もずいぶんと発展をと
げてきました。そして今、平成の合併を目前にひかえ、町は
さらに変化のときを迎えようとしています。

　町では、この半世紀、松代町が歩んだ軌跡を記録に残そう
と、写真集の刊行を企画しています。皆さんが、ぜひ残した
いと思う50年間の行事やできごとなど、思い出深い写真があ
りましたらお貸しください。実行委員会で協議のうえ、写真
集に掲載させていただきます。

　なお、お貸しいただく写真には、
・撮影年月（日）

・撮影場所

・できごとの内容等を付記してください。
提供者のお名前とともに掲載します。皆さんのご協力をお願いします。

石
口
松
男
・
農
政
企
画
係
長
（
住
民
課
）

高
橋
祥
郎
・
農
政
推
進
係
長
（
学
校
教
育
課
）

大
野
保
子
・
農
政
推
進
係
（
収
入
役
室
）

建
設
課

鈴
木
清
彦
・
水
道
管
理
係
長
（
生
涯
学
習
課
）

相
澤
幸
一
・
庶
務
係
長
〈
兼
〉
（
建
設
課
）

佐
藤
　
正
・
土
木
建
設
係
（
住
民
課
）

佐
藤
秀
行
・
管
理
調
整
係
（
住
民
課
）

春
日
和
子
・
庶
務
係
（
議
会
事
務
局
）

教
育
委
員
会

柳
　
　
裕
・
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
農
林
課
）

関
谷
栄
治
・
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係
長
（
建
設
課
）

米
持
恒
敏
・
生
涯
学
習
課
長
（
税
務
室
室
長
）

柳
　
　
久
・
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
総
務
課
）

秋
山
益
太
郎
・
松
代
小
学
校
用
務
員
（
孟
地
小
学
校
）
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短
　
　
歌

境
内
の
雪
に
埋
も
れ
居
し
朱
の

鳥
居
日
ご
と
丈
の
び
川
向
ふ
に

見
ゆ
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

　
か
ら
す

浜
烏
何
度
も
く
わ
え
落
と
す
ク

ル
ミ
風
強
け
れ
ば
土
手
に
飛
ば

さ
る
　
　
　
　
市
川
辰
雄

残
雪
の
下
で
黄
色
の
ふ
き
の
と

う
春
は
ま
だ
か
と
首
を
の
ば
し

て
　
　
　
　
　
小
堺
良
治

こ
　
ぞ

去
年
植
え
し
赤
芽
柳
の
ふ
く
ら

み
て
根
方
の
雪
の
雫
を
急
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

雪
残
る
谷
間
に
照
る
日
や
は
ら

か
く
鶯
の
声
時
々
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
年
べ

蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
な
り

雪
の
上
田
圃
の
形
に
灰
を
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
路

故
郷
を
旅
立
つ
わ
れ
に
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　
治

い
ち
早
く
道
路
端
よ
り
草
青
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

子
狸
を
追
う
童
ら
や
残
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

天
水
田
水
満
々
と
四
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

　
し
ま

権
蔵
う
天
井
裏
の
猿
梯
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

花
埃
眼
鏡
拭
き
つ
つ
空
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
人

食
う
だ
け
の
小
百
姓
な
り
種
浸

す
　
　
　
　
　
　
　
折
人

浬
繋
寺
籠
の
イ
ン
コ
に
迎
え
ら

る
　
　
　
　
　
　
　
龍

し
ぶ
み
俳
句
会

春
風
や
父
母
の
齢
は
と
う
に
越

え
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

水
嵩
の
増
し
て
危
う
し
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

二
重
橋
初
め
て
渡
る
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

赤
き
色
光
り
て
お
り
ぬ
牡
丹
の

芽
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

花
吹
雪
皇
居
参
観
二
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

伝
来
の
煤
け
し
浬
葉
絵
図
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

花
の
種
土
に
託
し
て
蒔
き
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

新
任
の
決
ま
り
し
便
り
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

花火は次の種類となっています。　　　1
　　4号玉　　　　　　7，500円　　1峰

　　5号玉　　　　　12，000円　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　7号玉　　　　　22，000円　　毒
　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　　7号玉大柳花　　24，000円　　1
　10号玉　　　　　46，000円　　1
　絶号玉大柳花　　50，000円　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　スターマイン　100，000円より　ま

　　人ロの動き

　男　　2，013人　　（一1人）

　女2，146人（＋1人）
　計4，159人（±O人）
世帯数　1，483世帯（＋4世帯）

　出生　4人　　死亡　3人
　転入　13人　　転出　14人

　　　　（16年4月末日現在）

自衛官2等陸・海・空士（男子）　4応募資格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本国籍を有し、平成16年7月1日
　　　　7月入隊者募集中　　　　　　現在、18歳以上27歳未満の男子

防衛庁では、つぎのとおり7月下旬　　5試験日
入隊の男子自衛官を募集します．　　　　平成16年6月26日出
1募集種目　　　　　　　　　　　　　6試験種目
　2等陸・海・空士（男子）　　　　　　筆記試験（国語、数学、社会、作文）、
2採用予定数（県内）　　　　　　　　　口述試験、適性検査、身体検査
　・陸上男子約14名予定　　　　　　　7お問い合わせ
　・海上男子約　3名予定　　　　　　　防衛庁自衛隊新潟地方連絡部高田
　・航空男子約　6名予定　　　　　　　募集事務所
3受付締切日　　　　　　　　　　　　　上越市本町6－1－23高田館ビル2F
　平成16年6月23日伽　　　　　　　　　TEL　O25－523－5519　担当佐藤まで
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町の行事予定（5・6月）

l！囲 幼児健診松代活性化センター13100～
小満

2璽㈹明後日新聞社アザガオ植え作業旧莇平小学校（23日まで）

難繍

24（月）

25（火）

26（水） すくすく教室松代活性化センター9＝00～

27休） 松寿大学日帰り旅行（県庁・朱鷺メッセほか）

28（金）

建9繊

奴奈川小学校運動会

31（月） 第4回合併協議会松代町総合センター13二30～

◎／（火）

気象記念日

2（水）

3休）

4（金） 歯の衛生週間

籔鱒 芒種環境の日

・醗 松代小学校運動会

7（月）

8（火）

9（水）

10休） 入梅時の記念日

11（金）

萎難欝

欝辮
町制施行50周年記念芸能発表会総合体育館　．

　　　　　　　　　　　（問）松代町教育委員会
新潟県自然観察指導員観察会旧松之山街道9：00～

14（月）

15（火）

16（水） 松代町定例議会（17日まで）

17休）

18（金）

囎働

・顯，㈱
父の日

お知らせ

一　　　　　マ　

．

　この犬はとりあえず「ジロー」と名付けられた。本名

は違うのだから、今は呼んでももちろん振り向かない。

眼を患っているし歯もかけている老犬だ。先月の下旬

から町内をうろついているところを保護された。捨て

られたのか、迷ったのか、帰巣意欲がない。保護され

た迷い犬の行く末は、自身の意図しない死である。姿

形は違っても一宿一飯の交わりがあれば、友人であり

情も生まれる。どうかこ

の大の事情がその交友の　一
裏切りによるものでない　1．、　　　　　　監騰

ことを祈る。一つの生命　・

る。この犬に見覚えがあ

る方、飼ってくださる方
広報係までご連絡くださ　鷲難縫　　諜羅　　　　　羅
　　　　　　　　　．難繊叢編い．　　　　　紛磁　、難粥穫狸．急．

　　薗動華税の納期限ぽ轄締弼鍵田㈱響婁

　自動車をお持ちの方は、納税通知書が届いたら納期限までに忘

れずに納めましょう。（5月10日納税通知書発送）

●納税義務者

　平成16年4月1日現在で自動車を所有している人（ただし、割賦
販売等で所有権がまだ売り主にある場合は、その買主である使用者）

●納付場所

　お近くの銀行、信用金庫、信用組合、農業協同組合、労働金庫、

郵便局、もしくは県税事務所または地域振興局県税部

●問い合わせ先

　上越地域振興局県税部収税課（TEL　O25－526－9311）

　　自動車税と個人事業税の納税は、

　　便利で安全な『ロ座振替』をご利用ください。

・あなたの口座がある銀行、信用金庫、信用組合、農業協同組合、

　労働金庫など（郵便局では振替納税はできません）へ預金通帳

　の使用印鑑をご持参のうえ、お申し込みください．

　平成16年　三つの調査にご協力ください
　　　　　　　　　　総務省・経済産業省・新潟県・松代町

　6月1日、あしたの日本経済のために、三つの調査を実施します．

これらの調査の結果は行政施策立案の基礎になり、統計以外の目的

には使われません．記入はわずか一度．ぜひ、ご協力をお願いします．

①事業所・企業統計調査…全国の事業所・企業について、産業、従

　　　　　　　　　　業者規模などの基本的構造を明らかにす

　　　　　　　　　　るとともに、各種統計調査のための名簿
　　　　　　　　　　の整備を行います。
②商業統計調査…全国の商業事業所について、業種、規模、
　　　　　　　　　　地域別の分布および商業活動の統計を作
　　　　　　　　　　成します．
③サービス業基本調査…サービス業の事業活動を行っている事務
　　　　　　　　　　所、店舗、施設の経済活動などについて、

　　　　　　　　　　全国および地域別の統計を作成します。

　　　　　冑⑩≡瀟≡墨会4一・1らせ
自然観察指導員の解説を聞きながら、

　　　　身近な自然のすばらしさに目を向けてみませんか

●日　　時：6月13日（日）午前9＝30から午後3時まで

●会　　場＝東頸城郡松代町　古道松之山街道

　　　　　　　　　　　　（受付9＝00から松代町総合体育館）
●費　　用＝300円（傷害保険料等）※昼食・飲み物等は各自持参

●募集人数＝50人程度（小学校低学年以下は保護者同伴）

●申込期限16月4日（金）　前日の宿泊希望者は5月28日團まで
　　　　　に併せて申し込んでください。
　　　　　宿泊＝「早稲田大学松苧ドミトリー」料金5，000円程度。

●問い合わせ・申込先＝新潟県県民生活部環境企画課自然保護係

　　　　　TEL　O25－280－5151　（FAX280－5166）
　　　　　E－mail＝env－nature＠mail．pref．niigata．jp

●所持品＝昼食、水筒、雨具、シート、筆記用具、軍手、帽子、ビニール

　　　　　袋等。山野を歩きやすい格好で参加してください。

●主　催＝新潟県後援＝松代町、新潟県自然観察指導員の会
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【電　話】　597－2615
【ホームページアドレス】

http＝〃www．9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．neJP
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冬
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研
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日
本
の
近
代
郵
便
制
度
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創
設
者
前
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密
は
中
頸
城
郡
下
池
部
村
（
現
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越

市
）
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生
ま
れ
で
、
幼
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頃
か
ら
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学
に
励
み
ま
し
た
。
「
郵
便
の
父
」
と
い

わ
れ
る
密
の
、
そ
の
先
進
的
な
活
躍
は
大
き
く
郵
政
事
業
を
越
え
、
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海

運
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鉄
道
、
新
聞
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
近
代
日
本
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
日
本
の
近
代
化
を
担
っ
た
逸
材
た
ち
と
の
出
会
い
を

通
し
て
「
天
馬
」
密
の
半
生
を
描
い
た
一
冊
で
す
。
ぜ
ひ
越
後
の
偉
人
に
ふ

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。トム・ソーヤの冒険

私のあしながおじさん

ママは行ってしまった　クリストフ・パイン

ティガムービー　プーさんの贈りもの

　　　　　　　レスリー・ゴールドマン

茶の湯の心とマナー　　　　秋山　　滋

たのしもう平面図形　　　　横地　　清

日本のわらい話・世界のわらい話　冨田　博之

日本のようかい話・世界のようかい話　藤沼　良三

ぼくは　おばけ　　　　　　嵩山　大史

森からみる地球の未来

　1　大気と森
　2　森の宝物　ほか

ふるさとの民話

き
ロ
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み
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が
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ラ

に

残したい

【休館日】

毎週月曜日・祝祭日
【開館時間】

毎週火～金13：00～18二〇〇

　　土・日10二〇〇～17＝00

＊＊＊

◇　新しい本の紹介　◎・

＊＊＊　　　　　　＊＊＊　えほん・じどう

小説　前島密　　　　　　　童門　冬二

卒業　　　　　　　　　　　重松　　清

あの橋の向こうに　　　　　戸梶　圭太

虹果て村の秘密　　　　　　有栖川有栖

千の風になって　　　　　　新井　　満

恋愛詐欺師　　　　　　　　岩井志麻子

歪んだ正義　　　　　　　　宮本　雅史

「電池が切れるまで、の仲間たち　宮本　雅史

いいんですか、車椅子の花嫁でも　向野　幾世

森の野鳥を楽しむ101のヒント

　　　　　　　　　　　日本林業技術協会

　『電池が切れるまで』の仲間たち
　　　　　　宮本雅史：著（角川書店発行）
　病院に長期入院している子ども達が学ぶ為
の院内学級。そこで楽しく学びながらも、精

一杯命と向き合い続ける子ども達。そんな、

こどもたちをめぐる、真実の物語です。

「越後松代の民話」は松

代町図書館でご覧いただ

けます
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．
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ひ孫を抱く五十嵐トキさん

　　（平成元年12月撮影）

松代町の語りは、日本民話デー
タベース作成委員会のホームペー

ジでも紹介しています。
http：／／www．isc．senshu－u．ac．lp／

thbO309／MinwaDB／katari／
Matsudai／indexMatsudai．htm
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